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あらまし 諏訪東京理科大学において、主として大学構内に向けて放送を行うためのエリア放送の本免許を取得

した。学生が主として運営を行うため、人の手をかけず（省力化、自動化）学生自らが運用可能となるシステ

ム構築を行った。その手法・技術に関しての研究・実験を行ったのでその中間報告を行う。 
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Abstract  In Tokyo University of Science, Suwa , We acquired the license for area broadcasting. In order for students to 

manage broadcasting system by themselves, we designed system which is operational without the hand of people (labor 

saving, automation). In this report, we will describe how we designed the system and the result of experiment.  
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1 はじめに 

  エリア放送制度はホワイトスペース[8]を利用し、狭小な区

域における需要にこたえるために行われる放送である。例え

ば、スポーツイベント、商店街、お祭り等のイベント等が想

定されているが、大学における情報配信も需要があると思わ

れる。我々は、大学構内を主たる対象エリアとしたエリア放

送地上一般放送局の免許を取得し、26 年 4 月より運用を開始

している。内容的には、学生が自主的な運営が出来るシステ

ムであること、また有機的な放送・通信連携が出来るシステ

ムであることを目標に構築を進めている。また、コンテンツ

製作、BML[1][2]プログラミング等はプロの手を借りることな

く、学生の力によって行っている。 

エリア放送の必要性に関しては、東日本大震災の際の経験

によると、緊急時に SNS や電子メールなどにより安否確認に

利用されたのに加え、携帯デバイスによる、HP の閲覧やワン

セグ放送による公共情報へのアクセスが盛んに行われたこと

が記録に残っている。つまり、放送やネットによる多様なコ

ミュニケーション手段が補完し合っていることが証明され、

このような多様な形態による情報配信手段をつかって情報発

信をするシステムを確保しておく重要性が確認されたとも言

える[3]。 

本論文の構成は、第 1節は序論であり、第 2節では過去の研

究に関してまとめを行っている。第 3節ではシステムの構成を

説明している。第 4 節では番組構成・編成を述べている。第 5

節はイベント時のリアルタイム放送実験について述べ、第 6節

はまとめと今後の研究に関して述べている。 

 

2 過去の研究 

 過去の研究で関連する研究としては以下のような例があげ

られる。 

１）松岡剛志、緒方将人による”教育機関を対象にしたエリ

アワンセグ放送の試み”では、同様に九州産業大学内におい

て放送免許を取得し、オープンキャンパス、日常放送、学生

実験テーマとしての利用などが実施されている。今後の検討

として、データ放送の利活用とコンテンツの充実があげられ

ていた[4]。 

２）桝井通晴、湊 信吾、益満環による“エリアワンセグ放

送を用いた地域活性化の可能性”では、石巻専修大学・専修

大学が連携し、かわさき FMのコンテンツをインターネット回

線を通して共有している方式が紹介されている[5]。 

３）三代沢らによる“地域情報プラットフォームと通信放送

連携システムの開発と評価 ―地域観光振興と防災に向けて―”

では、通信・放送を連携した地域情報プラットフォームを構

築し、地域の観光情報と防災情報を Web とワンセグによって

配信しその有効性を実験により実証している[11][12]。 

４）我々は 2012 年、大規模イベント（諏訪湖花火大会）にお

けるエリアワンセグ放送実験について報告を行っている[9]。
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また、通信・放送を最適に使うことによりユーザ満足度を最

大化できることが報告されている[10]。 

3 放送システムの構成 

表 1に本システムの放送免許の概要を示す。設置場所は、諏

訪東京理科大であるが、法人格としては東京理科大学で登録

されている。また図 2は、送信アンテナの位置と実際実験で確

認した受信可能位置、不可能位置を示している。 

表 1 取得したエリア放送免許 

 
 

 
図 1 送信アンテナと放送エリア 

 

大学の構内に関しても、アンテナに隣接する室内、大講堂

の内部でも受信可能であることが確認できた。また、屋外ア

ンテナだけではなく、アンテナを分岐させ屋内アンテナを設

置することにより、放送設備を設置した室内（メディアラボ

内）でも放送中のコンテンツを確認することが可能となった。 

 

3.1 配信システム 

図２に示すように、エンコーダー内の HDD に TS[6][7]変換

後の動画とデータ放送用の BML が蓄積されている。通常時は

それらのコンテンツを事前に登録されたスケジュール表によ

って配信している。 

 

 
図 2 配信システム構成図 

エンコーダーと変調機はネット接続されているため、 

ネット接続続部分を WiFi 経由にすればポータブルリアルタイ

ム放送が可能となる。学園祭ではこの機能を利用しイベント

の中継放送を行った。 

 

3.2 放送システムの機器構成とコンテンツ制作システ

ム 

表２は使用した放送システム機器とコンテンツ開発用のソ

フトウエアである。 

 

表 2 使用放送システム機器とソフトウエア 

 
 

図２に示すように、カメラによって撮影された映像はリア

ルタイムにエンコーダーによって MPEG・TS 変換される。そ

の後変調機に LAN 経由で送られ、ワンセグ放送電波に変調さ

れ、アンテナから送出される。またエンコーダー内の SD カー

ドに蓄積された映像 TS ファイルは設定されたスケジュールに

従って送出される。映像 TS ファイルは WMV 形式等の一般的

な映像を TS ソフトエンコーダでワンセグ TS 形式に変換後エ

ンコーダー内に蓄積している。また、データ放送用の BML は

BML オーサリングツールにより作成し、エンコーダー内に蓄

積している。 

 

3.3 放送システムの状態遷移 

通常放送は学生にとって必要な、授業に関する情報、情報

教育に関する情報、生活情報、地域情報などが繰り返し放送

されている。しかし、学生にとって重要度が高く必要なお知

らせなどは、映像は無くても文字情報をプッシュ型で放送す

ることによって情報を周知することができると考える。その

ため図３に示すように、①通常放送から②お知らせ放送へ遷

移が可能となるシステムとした。お知らせ放送への遷移は外

部からネット経由でトリガーをかけることが可能である。お

知らせ放送では諏訪理科放送の Twitter 画面を HDMI 経由でワ

ンセグ放送の動画エリアに表示している。これにより BML を

書き直す手間をかけずに、リアルタイムにお知らせ情報が通

知できる。 

また、図３の③に示すようにさらに緊急度の高い緊急時に

は、外部信号あるいはソフトからトリガーをかけることによ

り、すでに蓄積されている緊急放送番組を放送することがで

きる。 

 

免許人の名称 学校法人東京理科大学

無線設備の設置場所 長野県茅野市

局名 諏訪東京理科大学エリア放送

電波の型式及び周波数 X7W 569.142857MHz(29チャンネル)

空中線電力 10mW

最大実効輻射電力 0.76mW

業務区域 別紙参照

免許の年月日 平成26年4月23日

免許の有効期限 平成31年4月22日

運用許容時間 常時局名 諏訪東京理科大学エリア放送

電波の型式及び周波数 X7W 569.142857MHz(29チャンネル)

送信アンテナ

受信可

送信不可

エンコーダー 変調器

ワンセグ放送用に変調

送信アンテナ

LAN接続

持ち運び可能

・動画
情報セキュリティ対策
地域情報

外部入力（カメラ）

・データ放送
バス時刻表

内部蓄積

機器・ソフト構成 機材名
ワンセグ用エンコーダー 【型式：AOMD2R】
ワンセグ用変調器 【型式:AOMD2HA-SFN】
第１送出アンテナ 無指向性アンテナ
第2送出アンテナ 【型式：U2SWLV】
BMLオーサリングツール Foliage
TSソフトエンコーダー Village STUDIO
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図 3 構築したエリア放送の状態遷移 

 

緊急放送に関しては、以前の“地域観光振興と防災に向け

データマイニングを活用した地域情報プラットフォームとエ

リアワンセグ配信システムの研究開発”[9][11][12]の研究で開

発を行った、防災情報データベースとの連携を考えている。

これは、総務省の推進している「公共情報コモンズ」を活用

することとした。情報発信者は中央官庁、地方自治体、ライ

フライン事業者、交通関連事業者などが参加している。公共

情報コモンズで流通している本番情報としては、避難勧告・

指示、避難所情報、被害情報等が流通している。それらの中

で地域に関係した情報のみを大学内の防災情報サーバーに蓄

積している。警報発生時にはトリガーをかけ、③の緊急放送

の状態に遷移するようにすることにより実現予定である。 

 

3.4 SNS(Twitter)を利用した通信放送連携番組 

欲しい情報や配信したい情報をできるだけリアルタイムに

配信するためには、事前に録画された映像やデータだけでは

実現できない。またリアルタイム型の映像配信はカメラを移

動・配置させないと配信することは不可能である。できるだ

け、リアルタイムな情報を配信するためには、むしろ必要な

情報のみを端的に記述した文字情報の方が編集が簡易で入力

しやすいという利点がある。その点、Twitter であれば、どこ

でも簡単に入力できるため、情報管理者は大学構内の放送セ

ンターに常駐することなく、テータを外部からでもアップデ

ートすることが可能となる。 

図 4 は Twitter 情報を入力し、画面に表示している様子であ

る。右側の携帯画面はその画面情報をそのまま放送波で送り

表示している様子である。 

 
図 4 お知らせ放送における Twitter-ワンセグ連携 

 このように、お知らせ情報では、Twitter と同期させること

により、特別の管理者や技術者がいなくても、お知らせ情報

を更新し、プッシュ型で送出することが可能となる。 

 

 

4 番組構成・編成 

 表３は、案組編成を示している。授業のある午前と午後の

時間帯は、地域情報（イベント、生活情報、保健・福祉情報、

学習・文化情報）とともに、学生が身につけるべき情報教育

番組（IPA の教育ビデオ等）を放映している。お昼休みの時間

帯は学内の休講情報や比較的優先度の高い情報を Twitter に投

稿しておいてもらい放送する。 

また、公共情報コモンズなどから発信される優先順位が高い

緊急警報情報などが発生した場合は自動的に緊急放送に切り

替わり、コンテンツもあらかじめ用意された緊急放送用コン

テンツに切り替わる。 

 

表 3  番組構成・編成表 

 
 

 

5 イベント時（学園祭）のリアルタイム放送実験 

 

 学園祭等のイベント時には番組編成等は特別編成になる。

また、イベント等のリアルタイム中継が重要となる。そのた

め図５に示す可搬型エリア放送システムを構築し運用した。 

カメラから入力された映像は HDMI 経由でエンコーダーに入

力され、そこでリアルタイムエンコーディングされたデータ

は WiFi で送信される。その後ラボ内にある変調機でワンセグ

電波に変調されアンテナから送出される。 

なお、エンコーダーは 100V 駆動であったため可搬型外部バッ

テリを利用した。 

 
図 5 可搬型エリア放送リアルタイム放送システム 

 

一般ユーザ向けの WiFi ルーターであっても 100~200 メート

ルは到達範囲であるため学園祭の屋台街などの範囲はカバー

できた。到達範囲を広げるためには LTE-Wifi ルーター等を利

用し外部 LAN 経由で接続する事も考えられる。図６は、学園

祭におけるコンテンツを示している。映像部（動画部）は図

５に示した、可搬型エリア放送システムで撮影した映像をリ

・教育ビデオ
・地域情報

（茅野市）

PC画面出力

外部操作により
動画・データ放送
切り替え

①通常放送 ②お知らせ放送

③緊急放送 緊急信号発報

外部操作により切り替え

②お知らせ放送

1.Twitter投稿 2.データ取得
(TwitterAPI)

画面出力

9：00～12：10 12：10～13：00 13：00～17：00

情報教育用ビデオ
(IPA制作)

お知らせ放送

情報教育用ビデオ
(IPA制作)

地域情報（茅野市）
○イベント・生活情報
○保健・福祉情報
○学習・文化情報

地域情報（茅野市）
○イベント・生活情報
○保健・福祉情報
○学習・文化情報

理大祭放送システム

変調器

無線接続

放送波
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アルタイムに表示している。またデータ放送部は事前に作成

した BML であり、学園祭にタイムスケジュール、屋台街情報、

ＪＲ・バス等の時刻表、本部からのお知らせなどを見ること

が出来るようになっている。 

 

 
図６イベント（学園祭）でのコンテンツ 

 

6 まとめと今後 

諏訪東京理科大学において、主として大学構内に向けて放

送を行うためのエリア放送の本免許を取得した。学生が主と

して運営を行うため、なるべく人の手をかけず（省力化、自

動化）学生自らが運用可能となるシステム構築を行った。ま

た、コンテンツ製作、BML プログラミング等はプロの手を借

りることなく、学生の力によって行っている。 

通常運営用のシステムとしては、3 つのモードを設定した。

１）蓄積された映像、BML を定常スケジュールに従って放送

するモード、２）やや優先順位が高く、Twitter から直接リア

ルタイムに情報を表示するお知らせモード、３）外部からの

緊急時警報時に切り替わる緊急放送モードの 3モードである。 

また、イベント時には、可搬型エリア放送システムを利用

し、離れた場所からでも中継が出来、ラボ内の変調機に接続

された固定外部アンテナから電波が送出できることが確認で

きた。 

今後はさらに通信系（Web 等）のシステム・コンテンツと

放送側のシステムと連携を深めることにより、より高度な省

力化・自動化を目指し、研究開発を続けていく予定である。 
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